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１．課題別の合計評価（最大４０点）
氏名　　課題 啓発活動 救助活動

避難所

設営援助活動
合計 平均

酒井
防災リーダー

5 3 3 11 3.7

林
防災リーダー

5 2 0 7 2.3

小松
防災リーダー

4 4 0 8 2.7

鈴木
防災リーダー

4 3 0 7 2.3

安井
防災リーダー

4 4 0 8 2.7

橋本
防災リーダー

4 4 0 8 2.7

浅井
防災リーダー

4 4 3 11 3.7

濱島
防災リーダー

4 2 1 7 2.3

合計 34 26 7 67

平均 4.3 3.3 0.875 8.375

自主防災会の課題（啓発・救助・避難所）評価

２０２０年０３月１５日発行 ０３０号

「新町自主防災会」編集

新町自主防災ニュース
（１～４丁目）

〈防災リーダーによる２０１９年度の活動の反省〉
（裏面に反省の詳細）
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２．個人別課題評価（最大５点）

評
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点

見えた事



項目０ 啓発活動
評
価
点

救助活動
評
価
点

避難所
設営支援活動

評
価
点

酒井
防災ニュースの発行・
講演会や炊き出し訓
練に多くの参加があ
り成功。

５

救助活動のマンネリ化。
救助にあたっての様々
な状態に対して訓練不
足。

３

一ツ木防災会訓練なし・
北部地区講演会参加１
名・防災リーダーは知識
あり。

３

林

防災ニュース年６回実
施・防災訓練に多くの
班長の参加あり、だん
だん浸透している。

５

防災リーダーの事前の
訓練が必要。
救助活動の班長・組長
との連携が良くない！

２

今年度は実施されず、
一ツ木防災会の方針を
確認する必要があり。 ０

小松
防災講演会・炊き出し
訓練・防災ニュースの
配布。 ４

非常時救援訓練の実
施。
家庭用消火器取り扱い
訓練の実施。

４

一ツ木防災会が未実施
のため評価できず。

０

鈴木

防災ニュース、研修会、
炊き出し訓練を通し
て向上したが、参加
者の本意は分からな
い。

４

もたもた、バタバタで
非常に頼りない、今後
も繰り返し訓練を行う
必要を感じる。

３

一ツ木防災会が開催し
なかったので評価なし。

０

安井
当初の計画通り出来
た。参加者もより多く
なり、まあまあであっ
た。

４

防災訓練で実行出来
た。

４

一ツ木防災会が開催し
なかったので評価なし。

０

橋本

防災ニュースはそれ
なりに意味がある。
安否確認の実施率を
向上させるためどう
するか今後の課題

４

救助要請までの時間
がかかった。救助要請
の手順を防災ニュース
などで紹介すると良
い。

４

避難所開設は必要であ
ると考える。
いざと言う時には訓練
の成果が出る。

０

浅井

防災ニュースや講演
会などの、地道な活
動は重要。
マンネリ化には注意し
たい。

４

ジャッキ等の救助器具
の実践が必要。
救助内容を見直したい。 ４

全体以前に、一時避難所
での、班長、地区委員、防
災リーダーの役割の周知
が必要。 ３

濱島

講演会・イベントの参
加者が年々増加傾向
にあり概ね良好。
マンネリ化・自己満足
に注意が必要。

４

防災リーダーは救助に
対する基本訓練（道具
の使い方など）が必要
又怪我人だけでなく
弱者対策も考えたい。

２

一ツ木防災会が未実施
のため評価できないが
新町は一時避難場所で
何ができるか検討・実施
が必要。
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防災リーダーの反省の詳細

課題

氏名


